
 
 
 
 
 
 
 
 
 

埼玉トラック部会は 12 月 10 日
（日）13 時 30 分より第 22 回総会
を実施しました。総会では 2023
年度方針を含めたすべての議案が
原案通り確認され、総会以降に配
置される専従者の確認と役員体制
を確立しました。また、討論では
参加する各支部分会の代表者 8 人
が発言し、コロナ禍での活動の悩
みや職場でのとりくみ、2024 年問

題についての労使協議等について報告されました。最後に奥貫部会長の発声にて団結ガンバロウで締めくく
られました。【部会長：奥貫（神田）、副部会長：細川（日生）、事務局長：鈴木（教宣）、事務局次長：白原
（専従）】総会終了後には埼玉トラック部会第 7 回学習会として、「新トラック政策と 2024 年問題」と題し
て、全国トラック部会鈴木事務局長が講師を務め、多くの質問を通して政策や 24 年問題について認識を深
めました。 

 
 
 
関西合同支部大陽液送分会大田貨物班で闘われる偽装請負裁判に対する

署名の第一次集約がまとめられ、全国トラック部会に報告がありました。
集約数は個人署名 1,338 筆、団体署名 224 筆、合計 1,562 筆となりまし
た。第一次集約分は本日大阪高裁裁判に提出されます。 

一方、第一次集約は終了しましたが、裁判継続中につき引き続き署名の
集約をお願いする次第です。建交労内のすべての支部・分会・班での団体
署名や全組合員の個人署名集約に向け、ご協力をお願いいたします。 
 

 
本日 12 月 14 日付け朝日新聞朝刊において、建交労福岡運輸支部戸村執行委員長が取材

を受けた「2024 年問題」の記事が掲載されました。取材は会社からの要請を受け、対応
したものです。 

トラック運転者の「2024 年問題」は社会的な問題として大変注目されています。一
方、長時間労働を改善することが運転者不足の深刻化や荷物が届かないなど、過労死等防
止や重大事故防止の観点にならないことが問題であると考えます。 
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2022 年 7 月 12 日(火) 13 時 30 分 大阪地裁堺支部 304 号法廷にて、大陽液送分会大田貨物班が大陽液送

株式会社（以下、大陽）を相手取った、偽装請負裁判一審判決が下りました。 木太伸広裁判長は、判決文

を読みもせず『原告の請求は全て棄却、裁判費用は原告が支払うこと、説明は省きます。』と小声で述べ閉

廷しました。その間 10 秒程であります。こんな酷い判決の言い渡しがあるでしょうか、こちらの請求は全

て理由がなく棄却とし、被告側の主張を全て聞き入れる内容でした。木太裁判長は、私たちの主張を一切精

査することなく、被告の主張のみを鵜呑みにし、何も考えずに判決を出したとしか言えません。完全な不当

判決です。 

大田貨物運送株式会社（以下、大田）という会社は元々平積みトラックでの銅輸送等をメインに行う運送

会社ですが、大陽液送と業務委託（請負）名目の契約を締結、タンクローリーによる液化ガス運送の仕事を

始め、大陽から支給された大陽従業員と同じ制服にヘルメット、大陽所有のタンクローリーを使い、大陽の

指揮命令の下、大田の従業員に大陽の従業員と同じ仕事をさせています。就労実態を検討していくと、下請

けという形式でありながら、実際には大田は大陽に労働力として運転手を派遣しているに過ぎず、大田とし

て独立し液化ガス配送をしているとは言えません。大田と大陽の間の請負契約は、その実態からすれば労働

者派遣契約であることが明らかです。大陽は派遣にもかかわらず請負という名目で私たちを使用し、提訴後

には突然それらを一切おこなわなくなりました。上記の内容から大陽と大田が結託し偽装請負行為をしてい

るのはあきらかです。 

私たちは、大陽と私たちとの間に直接の雇用契約があることを確認し、そのうえで同じ仕事をしている大

陽従業員との間の均等・均衡待遇を要求して大阪高等裁判所に控訴しています。 

大阪地裁堺支部の判断の誤りを正し、司法の役割を発揮し、大阪高等裁判所に公正な判決を下すことを求

めます。 

氏　　　　　　名 住　　　　　　　　　所

 

＊署名用紙に記入された内容は、個人情報として適切に管理します。 
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